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事例発表：図書館城下町・神奈川県大和市

「大和市文化創造拠点シリウス」
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大和市の位置

人口 約２３．５万人
面積 約２７ｋ㎡
市内 私鉄３線乗り入れ

全８駅
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健康都市やまと

人の
健康

まちの

健康
社会の

健康

市の施策の中心に『健康』を据え、３つの柱を軸に
約１，０００事業を展開

「健康都市 やまと」宣言 平成21年2月1日
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「図書館城下町」 大和市
〇全小・中学校の学校図書館をリニューアル

〇全小・中学校に市費で学校図書館司書を配置

〇文部科学大臣表彰を受賞
「読書活動優秀実践校」として市内19小学校中４校が受賞

〇シリウスの市立図書館（本館）を中心とした図書館整備
北のまち・・・市立中央林間図書館
中央のまち・・・市立図書館
南のまち・・・市立渋谷図書館

〇市内全８駅に図書返却ポストを設置

「図書館 城下町」・・・本市では、図書館施策の推進に力を入れています
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文化創造拠点シリウスの概要

所在地 大和市大和南１－８－１

構 造 地上６階 地下１階 鉄骨鉄筋コンクリート造（一部鉄骨造）

延べ床面積 ２２，９０４㎡ （うち図書館６，５６０㎡）

工 期 平成２６年７月１日着工 平成２８年７月２９日竣工

運営主体 指定管理者やまとみらい （JV）
図書館： (株)図書館流通センター ＊代表企業
芸術文化ホール： (株)サントリーパブリシティサービス
生涯学習センター：(株)小学館集英社プロダクション
屋内こども広場： (株)ボーネルンド、(株)明日香
施設維持管理： 横浜ビルシステム(株)

目指す姿 「市民の居場所」
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文化創造拠点シリウスの特徴

〇再開発事業による施設整備、駅近（徒歩３分）
〇社会教育施設（図書館、生涯学習センター）と公の施設（芸術文化ホール、屋内こど
も広場）の複合施設
〇民間事業者６社のJVによる管理運営（指定管理者制度）
〇図書館を中心とした運営（１～５階に書架を配置。図書資料を館内持ち歩き可）
〇緩やかなルールによる運営（利用者のマナーに委ねる運営）
〇飲み物可。一部食事可。

〇市民の「居場所」を意識した
わかりやすい動線、閲覧席、書架、蔵書（雑誌、まんが）、催しなど

〇市の健康施策の拠点の一つ「健康都市図書館」
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図書館の果たすべき役割

従来の役割に加え・・・

〇市民の「居場所」であること
・おひとりさま ・こども連れ ・仲間同士 ・小中高生 ・新たな交流

〇市政情報の発信拠点であること
・健康コーナー ・防災コーナー ・地域資料コーナー

〇多くの市民が利用する公共施設であること
・年間来館者数３００万人を達成
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複合化によるメリット

〇多様な利用による新たなユーザーの発掘
（例）
・ホールの観客が待ち時間に図書館を利用
・図書館利用者がギャラリーで絵画展を鑑賞
・子どもを屋内こども広場（保育室）に預けて生涯学習センターの
講座に参加

〇融合事業による一体的な活動（サービス）の提供
（例）
・歌舞伎：ホールで歌舞伎公演、生涯学習センターで歌舞伎を知る
講座の開催、図書館で歌舞伎関連図書の企画展示
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まちづくり、地域コミュニティへの貢献

〇通行量の増加
→まちのにぎわいの創出、商店街へも好影響

〇交流機会の提供
→おひとりさま同士、多子世帯同士の出会い、交流の創出

〇地域との交流、アウトリーチ事業の実施
→施設のより一層の周知、施設への愛着の創出
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今後の展望

〇図書館施策の充実
・シリウスを中央館とした図書館３館体制による取組の拡大

〇おひとりさま施策の充実
・シリウスを中心としたおひとりさま向けの取組の拡大

健康テラス ＊講座等を毎日開催

市北部の拠点

「市立中央林間
図書館」
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